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事業実績
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評価指標

事業の計画・内容
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事業費（人件費除く）の財源内訳
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人件費（Ｂ） 0.4 人 2,880

事業費計(A) 　 Σ 1,243
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4,013
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実績

利用促進時刻表等

関西線整備促進

平成２０年度 計画内容

回
鉄道事業者及び県などへの働きかけが整備
促進の糸口を作ることになる

目標

実績

目標 4
実績 4

人

4

2,880

関西線整備促進

要望等旅費

進める会負担金

県鉄道網整備促進同盟会負担金

624
　

　

40

　委託先

市内の類似施設

配置（予定）人員

平成１９年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

2

総事業費 千円

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

鉄道事業者、関西本線利用者および市民、国、県、沿線市
町、関係団体、等

（※対象件数

連絡先
22

(内線)

指標設定の考え方

関西本線奈良亀山間複線電化促進同盟会(沿線ｳｫｰｸの実施、
西日本旅客鉄道への要望活動、時刻表作成等)
関西本線複線電化促進連盟(東海旅客鉄道及西日本旅客鉄道
への要望活動、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによるPR、促進大会開催等)
JR関西本線複線・電化を進める会（沿線ウォークの実施、西日
本旅客鉄道への要望活動、時刻表作成等）
三重県鉄道網整備促進期成同盟会（啓発事業等）

複線電化を求める要求だけでなく、接続の改善や直通列
車の復活といった視点からの運動にも取り組みを展開し
て、関西本線のPRを進めている。また、沿線団体と連携し
てウォークを中心とした行事を実施して利用促進を図って
いる。

年間運営費

根拠法令・要綱等

千円

開始年度

1

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続

総務管理費

企画費

地域振興経費

関西本線電化促進経費

評価項目についてのコメント

効率性

(千円)
関西線整備促進

要望等旅費85

　
関西線整備促進

要望等旅費

265利用促進時刻表等 223

県鉄道網整備促進同盟会負担金

その他利用促進活動 59 県鉄道網整備促進同盟会負担金
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状
況
変
化
等

金  額

（Ａ）

事業投入人員

進捗率
(％)

平成１８年度 決算内容

市内外移動の利便性が向上し、交流人口が増加する。また、環境
に配慮した交通政策を周辺自治体と継続して粘り強く事業者へ要
望していくことで、関西本線の近代化、接続の改善などが図られ
る。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

基金(利子)積立金

平成２２年度 計画内容平成２１年度 計画内容
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要望等活動回数

評価項目 ポイント
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事業の成果を測る指標

1,133

関西線整備促進

要望等旅費

利用促進時刻表等

奈良亀山同盟会負担金

促進連盟負担金

進める会負担金

県鉄道網整備促進同盟会負担金

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

大阪・名古屋への直通列車を再開するには電化が不可欠であり、その実現に向けた運動を継続して行う必要がある。ま
た、ＪＲは県の姿勢を重視しており、沿線自治体が結束した運動の継続が欠かせない。

まずは、現在の関西本線の需要を喚起することが重要であり、アプローチの角度を複線電化一本から見直しが必要。JR
への要望活動及び地域での利用促進活動を継続して行っているが、複線電化については見通しが立たない。

従来、西日本旅客鉄道へのみ実施してきた要望活動を19年度は東海旅客鉄道へも実施した。

１８年度に比べて金利が少しずつ上昇しているため、基金利子積立金の増が想定され、予算額全体としては額の増加が
生じる。
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改善についての取り組み総合評価 事業の方向性
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名               称

106
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事業名

基　本
施　策

細目

細々目

款

コード

関西本線電化促進事業

広域的な道路・交通環境を整備する
目

JR関西本線・JR草津線の整備促進
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C 現状維持 利便性を向上させるために、目標を電化に絞って活動を続ける。
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目標 ― 目標

実績

4
4

目標
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ソフト事業

活動指標 単位
実績値

H18 H19 H20

２次評価対象分単独 事業類型

H21

目標値

要望等活動回数

目標

回

―
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直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


